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	応用
	抗原情報
	背景
	アミラーゼは分泌タンパク質であり、オリゴ糖および多糖類中の1,4-α-グルコシド結合を加水分解することで、食物中のデンプンおよびグリコーゲンの消化における最初の段階を触媒します。ヒトゲノムには、唾液腺または膵臓で高発現する複数のアミラーゼ遺伝子クラスターが存在しています。この遺伝子は、唾液腺で産生されるアミラーゼアイソザイムをコードしています。選択的スプライシングにより、同じタンパク質をコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。
	研究分野
	-
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	A549（1）およびC6（2）細胞溶解物に対するAMY1AマウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	AMY1A マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した MCF-7 細胞のフローサイトメトリー分析。

